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Ẍ ểḲACM/IEEE-CS CC2020  

 ̧ Ḳ iCD  ṊCC2020 ṊSFIA Accredited 

ConsultantṊ ṊVJP   

 

＜イントロダクション＞ まずは、ICT 人材を育成する教育に目を向ける。世界的なコンピュータサイエ

ンス分野のカリキュラム標準を策定している Association for Computing Machinery と IEEE は、2021 年

に情報系分野の新たなグローバルカリキュラム標準 CC2020 を公開している。この CC2020 の策定にあ

たった iCD 協会理事の林口英治氏が、産業界ニーズと大学教育とのギャップという課題認識について講

演した。  
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＜イントロダクション＞ セッション１では求められる人材像についてグローバルに通用する人材の

フレームワークを参照し、客観的なギャップを認識することで、産学が連携して人材育成を強化できる

可能性について示唆を得た。こうした IT 人材のコンピテンシを示したものとして、日本には IPA が開

発し iCD 協会が普及を行っている、i-Competency Dictionary （iCD ）が、ヨーロッパには e-

Competence Framework（e-CF）という欧州共通の規格が、それぞれ存在する。 

セッション 2 では、ヨーロッパの IT 専門職業人の団体である IT Professionalism Europe にて、e-CF

カリキュラムガイドラインプロジェクトをリードしている Rocco Defina 氏と、欧州標準化委員会「ICT

プロフェッショナリズムとデジタルコンピテンシ」に関する技術委員会（CEN / TC428 ）の議長でアイ

ルランドコンピュータ協会の事務局長でもある Mary Cleary 氏が欧州の IT 専門職のコンピテンシ枠組

みである e-CF について最新の展開を解説した。 
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3Ḳ EDCI  

 ̧ Ildiko MazarḲ / NTT DATA 

 

＜イントロダクション＞ ヨーロッパでは一般市民のデジタルな資質向上と ICT 専門職業人の供給が

地続きの課題として認識されていること、そして、ICT 専門職業人材の育成に、産業界、大学、認証評

価機関、職業訓練や研修のいずれにおいても e-CF を共通言語として参照していくよう取り組んでいる

ことが伺えた。セッション２の終盤では、コンピテンシのスタンダードと、教育、人材のアセスメント

やその能力の証明が循環して人材を育成する様子が描かれていた。次のセッション３では、実際に教育

を受けた証明や職場で発行された認定証などのスキルの証明について、デジタルテクノロジーを応用す

ることでいかに円滑に、信頼性の高いものにするか、Ildiko Mazar 氏にお話しいただく。 

日本では、進学や転職をしようと思うときにはどうしてもまだ紙の履歴書を使う機会も少なくない一

方、ヨーロッパでは Europass（欧州共通履歴書）と呼ばれるデジタルなツールが普及してきた。そのユ

ーロパスにデジタル署名技術を使い、資格やスキルなど学んだ成果をサイフのようにして貯めておき、

転職などの際に、採用企業の人事とセキュアにシェアできる European Digital Credentials for Learning 

Infrastruc ture（EDCI ）という基盤が開発された。 
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Ẍ 4Ḳ DX  

 ̧ Jason A. TyszkoḲ    

イントロダクション：教育や研修などによる個人の学習記録を、セマンティックウェブ技術とブロック

チェーン技術との組み合わせにより、採用の合理化につなげる取組みがアメリカで進められている。この

ような人材市場のデジタルトランスフォーメーションの背景となっているのは、2018 年にアメリカ商工

会議所が公開したホワイトペーパー「Web3.0 技術の応用によるタレントマーケットプレイスの向上」で

ある。 

アメリカ商工会議所では予てからデータを活用した人材育成に取り組んできた。2014 年には不足する

人材を供給するべく教育側の採用が求める人材の資格やコンピテンシを明確にし、その情報に基づいた

教育を行う「タレントパイプラインマネジメント（TPM ）」、2017 年からはジョブディスクリプションの

記述を明確にするためコンピテンシやタクソノミを整理して人事管理システムとのデータ連携を目指し

た「ジョブ・レジストリー」。そしてルミナ財団がさまざまな資格情報のカタログ化を行った「クレデン

シャル・レジストリー」という取り組みもあった。 

 最後のセッションではアメリカ商工会議所財団で教育および労働力開発に取り組むバイスプレジデ

ントの Jason A. Tyszko氏が、データ標準と Web 3.0 テクノロジーの適用を通じて官民データの相互運用

性を支援する商工会議所財団の最新の取り組み「T3 Innovation Network 」について紹介する。 

 取り組みの背景にはアメリカにおける次のような採用に関する課題意識がある。採用において求職者

は自身のスキルや能力を示すのに履歴書や職務経歴書に頼っているが個人の学習成果や業績を適切に認

知することが困難であり記述されたスキルや資格について普遍的な共通理解がなくその真偽を検証する

手段がなかったこと。また、採用企業はあるポストに 1 人を採用するのに平均で約 42 日 4129 ドルのコス

トがかかっており、非常に困っていたということがある。さらに、旧態依然の学位や資格では表現されに

くい新たなスキルを認定する体制が整備されていないこともあり、T3 イノベーションネットワークは、

学習と職務の履歴をデジタルに一括で管理する Learning and Employment Records（LER）を開発した。 
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